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JackC,Westman,Ｂｒ℃ａＡｍｇｔｈｅＡｄｂﾉesce"t”1℃ｎｔＱ′de:Ｖａ/umg踊油ｅｍｏｏｄａ"ｄＭｂ的e坊oodUniversity
PressofAmerica,2009,ｐ､23,Figure2,3をもとに作成。
このようにアメリカでは、依然として青年期妊娠・出産が看過できない問題となっている。そしてこうした
青年期の子どもが親へとなることが、児童虐待やネグレクトを起こすような不適格な親を生み出す、大きな要
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因になっているというのがウェストマンの見解である。つまり彼によれば、「適格性を有する親」（competent
parent）とは次の要件を満たすものである(201。
①自分自身の生に対する責任を負うことができること
②自身の子に衣食住を提供することができること
③自身の子に健康管理と教育を用意することができること
④自身の利益の幾らかを、自身の子のために犠牲にすることができること
⑤自身の子の行動に限度を設けることができること
⑥自身の子に将来への希望を与えることができること
そしてこのような「適格性を有する親」とは、誰もが自然になれるといった類のものではなく、しかるべき
能力やスキル､道徳性や態度等を身に付けることで達成していくものである。それゆえウェストマンによれば、
いまだ発達途上にある青年期の子どもが親になることは基本的に不可能であり、専らこれを制限・防止してい
くことが、産まれてくる子どもにとっても、青年期の子ども達自身にとっても、また社会にとっても重要とな
るのである。
(3)ウェストマンの青年期妊娠・出産規制論とその示唆
以上のような青年期妊娠・出産への対策として、ウェストマンが挙げているのが①予防（性教育や防止キャ
ンペーン)、②規制（就親認証制度とペアレントフッド・プランニング･チーム）であり、かつこれが、取りも
直さず児童虐待の事前規制にも繋がるものだとするのが、ウェストマンの議論の要点である。以下この各々に
ついて、簡潔に整理していこう。
まず､①については、1996年から開始された連邦政府の取り組み「１０代妊娠防止のための全国キャンペーン」
(NationalCampaigntoPreventTeenPregnancy)(2')や、各州及び各学校での教育プログラムや諸施策を紹介
し、その現状や成果について分析している。ここでは、その一例として、青年期妊娠・出産が深刻なアメリカ
で草の根的に誕生･発展した学校拠点型保健センター （school-basedhealthcenter,SBHC）を挙げておきたい。
このSBHCは、文字通り学校内に居を構える保健医療機関であり、看護師や医師等の専門家が無料もしくは格
安で、設置校の児童生徒に性保健サービスを含む諸保健医療サービスを提供するものである(22)。2012年１２月現
在で全米に約2,000箇所設置されており(23)､ウェストマンもこうしたSBHCの性保健サー ビスを始めとする､様々
な青年期妊娠・出産の予防施策の重要性を、次のように指摘している。
／~良き社会_／(２℃odsocjetyノの創造を目指す公共政策は､一般に教育や雇用､賃金の刷新を強調する。し
かしこれらのいかなる努力＆、全陰での子と、もﾉご適搭性を有する親がいることを保証しない限り、何ら効果
を発揮しない。……我今の社会の/閉I題防止は､子の出産に先立って開始されなければならないのである“。
そして、こうした予防活動との両輪で機能するのが、②の規制、つまり様々な予防施策にもかかわらず、実
際に青年期の子どもが妊娠した場合の対応である。ここでウェストマンは、アメリカの現行の出生証明（birth
certificate）制度を活用し、出生届を受理する際の手続き内に、当該親が青年期の親かどうか、適格性を有する
親として子どもを養育可能かどうか、また成人の場合でも長期的な福祉依存性がないかどうか等の審査を併せ
て行なうことを提案している(２，)。これが彼の言うところの就親認証制度（certificationofparenthoodsyste、）
であり、この制度に基づき、不適格な親となり得ることが疑われた場合には、児童福祉関連の専門家から構成
されるペアレントフッド・プランニング・チー ム（ParenthoodPlanningTeam）がカウンセリングを実施し、
その中で軽度の場合は親トレーニング講習の受講や祖父母等親族への親権の一時委託、深刻な場合には養子縁
組や里親委託といった、今後の取るべき方向性を決めていくこととなっている。
その手続きの大まかな流れは下記の通りであるが、このような就親認証制度による青年期妊娠・出産対応策
は、全ての親に一定の制限を課すのではなく、基本的には青年期の子どもが親になることを規制の対象として
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いる点で、まさにウェストマンが「親のライセンス化」の代替策の柱として提示したものと捉えられよう。
【資料2】就親認証制度の手続きの概要
１
２
３
４
５
保護を必要とする依存的な親を、可能な限り早期に特定する。妊娠診断、及び出生前ケアや病院・助
産院への入院の開始が、親の年齢を確認し、児童虐待・ネグレクト及び矯正処遇について考えさせる
機会となる。
(i)衣食住の提供、（ii)その子の発達の援助、及び(iii)健康管理親といった、現行法令上の児童養護の基準
に一致する形で、新生児に対する親としての責任を果たすべきことの伝達を、出生登録の手続きの中
に盛り込む。
親としての法的責任を十分に把握した成人の場合、及びそうした責任を理解し同意したと確認できた
成人の場合、就親認証は自動的に為される。
産まれてきた子の法定保護者選任についての裁判所への申し立ては、次の場合に必要となる。
a）法令上の未成年者、つまり母親または父親が、子の出生予定時に１７歳以下の場合
b）保護者が発達障害または精神疾患を抱えている場合
c）親として不適格と裁定される場合
｡）母親または父親が、国の刑務所に収監されている場合
認証を得る方法
a）妊娠と診断された際、自動的な認証の資格がある者に対しては、親としての責任についての理解と
同意を証明する必要があることを知らせる。彼らは、出生登録用紙に署名することで、その理解と
同意を宣言できる。
b）妊娠と診断された際、自動的な認証の資格がない者については、児童福祉のワーカーに通告され、
そしてペアレントフッド・プランニング・チームがその親及び家族へのカウンセリング提供のため
に組織される。
ｉ）そのカウンセリングの手続きには、当該子どもの法定保護者の候補として資格がある成人の把
握や、養子縁組計画についての情報提供が含まれる。
ｉｉ）上記ｉ）に示した法定保護者になることを希望する成人は、その福祉依存的な（本来の）親が
保護者としての能力がある、または場合によっては親族養育（KinshipCare）が適用できると裁
判所の判断が下されるまでの間の、法定保護者としての権限を裁判所に申請する上でのサポート
を受ける。これは、係争に発展しない申し出（uncontestedapplications）による大まかな法手続
きである。その法定保護者は、親としての責任についての理解と同意を証明する。
iii）下記iv）に示す認証申請が要求され、かつ上記ii）に示した適格な成人が存在しない場合、任
意の後見人が当該子どもの代理人として親権停止と養子縁組計画の適用を求めるために、ペアレ
ントフッド・プランニング・チームにメンバーに任命される。その養子縁組が完了するまでの間
は、政府機関が出生証明書上の保護者として記録される。
ｉｖ）もし青年期の子どもまたは福祉依存的な成人が､出生前ケアを受けることなしに出産した場合、
病院から児童福祉機関への照会が為される。このような医療ネグレクトは、親権停止措置と養子
縁組計画適用の、推定的な根拠となる。その養子縁組が完了するまでの間は、政府機関が出生証
明書上の保護者として記録される。
JackC､Westman,Ｂｒ℃ａＡｍｇｔｈｅＡｄｂﾉesce"t魔”"ｔＣｙｄどfVaﾉumg睦功eI力oodaI]ｄＭｂ幼eI力OOd,University
PressofAmerica,2009,ｐｐ､377-378.
帖佐尚人：「親のライセンス化」の代替策の検討（２）２５
終わりに
以上、本稿では、ウェストマンによる「親のライセンス化」の代替策を分析した。これまで見てきたように
ウェストマンは、2009年の著書において、青年期就親の防止が引いては児童虐待の未然防止に繋がることを述
べた訳であるが、実のところその含意するところは極めて示唆的である。とりわけ、性教育や性保健サービス
提供等による青年期妊娠・出産の予防的アプローチは、今後の教育（学校教育）の果たすべき重要な役割を指
摘するものであろう。
と言うのも、一般に学校とは、眼前の（現世代の）子ども達が、次世代の大人になるための教育ないし諸条
件整備の場として見なされている。これに対して、この青年期妊娠・出産の予防的アプローチとは、さらにそ
の次の世代の、いまだ生まれざる子どもが適格性を有する親を獲得できるよう、現在の子どもに必要な教育を
施すことを意味しているのである。換言すれば学校とは、現世代の子どもに対し、ウェストマンの言うところ
の「適格性を有する親になる権利」（righttobecompetentparent）を保障するとともに、次世代の子どもに
対して、「適格性を有する親を得る権利」（righttohavecompetentparent）を保障する役割をも有していると
捉えられよう(2‘)。尚、こうしたウェストマンの理論は、更に2013年の著書「親の力」（ParentPower)(27)におい
て、よりいっそう強化・刷新されることになる。今回はこの著書の分析までは取り組むことができなかったた
め、今後の課題としたい。
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ThetheoryoflicensingparentsaimstoexcludeincompetentparentsfiPomchildrearingandtogiveeverychild
appropriateprotectionandnurtureofcompetentparentstoeverychild,byrequiringallparentstobelicensedbefbre
havingchildren,AfterAmericanethicistHughLaFolletteproposedtheclaiminl980,theactiveaｴgumentsoftheprosand
conshavebeendevelopedintheUnitedStates・
However,itisprobablyappropriatetoremainhisassertionasthoughtexperimentlevelbecauseitisextremely
u､realistic､Therefbrewehavetoseekaltemativesoflicensingparents,whichcanputlessrestrictiononparentalrightsand
alsocanprotectfiFomchildabuseinadvance、
Sointhispaper,IanalyzeAmericanchildpsychiatristJackCWestman，sclaimofpreventingadolescentparenthood、
HisclaimisdiffbrentfifomHughLaFollette'swhichlfbrmerlyanalyzed,anditischaracteristicthatheistryingto
abandontheideaoflicensingparentspractically．
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